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　令和５年４月１日、阿仁中学校、阿仁合小学校、大

阿仁小学校の歴史に幕が閉じるまで、残り１か月を切

りました。来月は義務教育学校阿仁学園が誕生し、阿

仁地区の学校が１つになります。学校がなくなること

はさびしいことですが、これからの阿仁学園は、３校

分の光をもって明るく輝いてくれればと思っています。

去年10月に開催された阿仁中学校閉校記念行事に招

待され、９年くらい前のＡＬＴだったころの教え子と

再会し、立派な社会人になったのを見ることができて

幸せでした。

　実は、日本の学校が大きなカルチャーショックの１

つでした。「学校の数が多いな～」や「地域に大事に

されているな～」などが第一印象でした。もちろん、

アメリカでもそれなりに大事にはされていますが、例

えば北秋田市のような広いエリアでは、中学校が１つ

しかありません。スクールバス通学の片道が１時間近

くになる生徒もいるのが当たり前の環境からきた私に

は、阿仁地区に

勤めて、地域の

方々の学校への

愛情を強く感じ

ました。

北
秋
田
に
来
た
野
遊
び
山
好
き

　
　
Ｙ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｉ
の
１
年

き
た
あ
き
た
の

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

19
日（
木
）▽
北
秋
田
地
区
交
通
安
全
協
会
安
全
祈
願
祭（
コ
ム
コ
ム
）▽
補
正
予
算
市
長
査
定

（
本
庁
舎
）

20
日（
金
）▽
北
秋
田
市
と
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会・新
年
会（
耕
ホ
ー
ル
）

21
日（
土
）▽
北
秋
田
市
医
療
講
演
会（
文
化
会
館
）

22
日（
日
）▽
坊
沢
地
区
新
春
交
流
会（
坊
沢
公
民
館
）

23
日（
月
）▽
秋
田
県・県
内
市
町
村
と
関
西
地
区
企
業
と
の
懇
談
会（
大
阪
府
）

24
日（
火
）▽
企
業
訪
問（
大
阪
府
）▽
秋
田
県・県
内
市
町
村
と
首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会（
東
京
都
）

25
日（
水
）▽
企
業
訪
問（
東
京
都
）▽
令
和
４
年
度
特
別
交
付
税（
特
殊
事
情
分
）要
望
活
動（
東

京
都
）▽
令
和
５
年
在
京
秋
田
県
人
新
春
交
歓
会（
東
京
都
）

２
日（
木
）▽
新
年
度
予
算
市
長
査
定（
〜
３
日・本
庁
舎
）

３
日（
金
）▽
北
秋
田
市
支
え
合
い
推
進
会
議・消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会（
本
庁
舎
）

７
日（
火
）▽
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
要
望
書
提
出（
本
庁
舎
）

８
日（
水
）▽
令
和
5
年
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

９
日（
木
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議
・
議
会
本
会
議（
森

吉
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
と
㈱
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
と
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
締
結

式（
本
庁
舎
）▽
鷹
巣
中
央
自
治
会
長
協
議
会「
市
長
と
語
る
会
」（
コ
ム
コ
ム
）

10
日（
金
）▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推
進
に
係
る
文
部

科
学
大
臣
表
彰
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

13
日（
月
）▽
伊
勢
堂
岱
遺
跡
X
R
化
首
都
圏
P
R
視
察（
東
京
都
）▽
押
尾
川
部
屋
応
援
ツ
ア
ー

（
〜
14
日・東
京
都
）

15
日（
水
）▽
自
治
労
連
秋
田
県
本
部
豪
雨
災
害
見
舞
訪
問（
本
庁
舎
）▽
秋
田
＆
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
美
術
教
育
交
流
展
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
教
師
表
敬
訪
問（
本
庁
舎
）

◇ 

１
月
16
日 
〜 

２
月
15
日

ありがとう、阿仁３校！

▲森吉山の「樹氷」

男女
共同参画
第10回

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
と
は
「
無

意
識
の
偏
見
」
や
「
無
意
識
の
思
い
込
み
」

等
と
訳
さ
れ
、
物
事
の
見
方
や
判
断
を
す

る
際
の
偏
っ
た
考
え
や
ゆ
が
み
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
経
験
や
育
っ
た

環
境
な
ど
に
影
響
を
受
け
て
お
り
、
自
分

自
身
で
は
気
付
き
に
く
い
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
、
こ
ん
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
・
家
事
や
育
児
は
女
性
が
行
う
も
の
と

　
　
思
う
。

　
・
親
が
単
身
赴
任
中
だ
と
聞
く
と
父
親

　
　
の
こ
と
だ
と
思
う
。

　
・
来
客
へ
の
お
茶
出
し
等
は
女
性
が
や

　
　
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
・
男
の
く
せ
に
〇
〇
だ
、
女
の
く
せ
に

　
　
〇
〇
だ
と
言
っ
て
し
ま
う
。

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
は
日
常
に

溢
れ
て
い
て
、
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
個
人
の
見
方
や
考
え
方
な
の
で
、
持
っ

て
い
る
こ
と
自
体
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
題
な
の
は
、「
決
め
つ
け
」「
押
し
付
け
」

の
言
動
と
な
っ
て
表
れ
て
し
ま
い
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
相
手
を
傷
つ
け
て
し

ま
っ
た
り
、
差
別
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
相
手
に
と
っ

て
良
か
れ
と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と
な
の
に
、

裏
目
に
出
て
、
誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
同
じ
言
葉
で
も
、
受
け
取
っ
た
人
の
経
験

や
価
値
観
に
よ
っ
て
印
象
が
異
な
り
ま
す
。

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
を
無
く

す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
「
普
通
は
〇
〇

だ
」「
〇
〇
に
違
い
な
い
」
と
決
め
つ
け
る

前
に
、
相
手
の
意
見
や
考
え
を
尊
重
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
多
く
の
視
点
、
幅
広
い
考
え
方
を
持
つ

こ
と
は
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
づ

く
り
に
繋
が
り
ま
す
。よ
り
よ
い
人
間
関
係
、

生
活
環
境
を
築
く
た
め
に
も
、
自
ら
の
ア

ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の
存
在
に
気

付
く
、
気
付
こ
う
と
意
識
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲内閣府 令和４年度
　性別による無意識の
　思い込み（アンコンシャス・
　バイアス）に関する調査研究

　
こ
ん
に
ち
は
。
森
吉
山
を
中
心
と

す
る
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
ま
す
柳

田
で
す
。

　
昨
年
３
月
に
北
秋
田
市
に
引
越
し

て
き
て
、
早
い
も
の
で
も
う
す
ぐ
１

年
に
な
り
ま
す
。
四
季
を
通
じ
て
北

秋
田
市
の
魅
力
を
発
見
し
県
内
外
の

方
々
へ
発
信
を
し
て
き
ま
し
た
。
登

山
を
趣
味
と
し
て
い
な
い
方
は
「
誰

だ
？
」
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
登
山
を
趣
味
に
し
て
い
る
方
々

か
ら
は「
森
吉
山
の
Ｙ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｉ
」

と
し
て
認
識
い
た
だ
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
（
Ｙ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｉ
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
ネ
ー
ム
）。
お
か
げ
様
で
森
吉

山
へ
登
山
に
行
く
と
様
々
な
登
山
客

か
ら
お
声
掛
け
い
た
だ
け
る
く
ら
い

に
ま
で
認
識
い
た
だ
き
、
森
吉
山
の

Ｐ
Ｒ
に
貢
献
で
き
て
い
る
の
か

な
？
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
初
夏
の
高
山
植
物
、
燃
え
る
よ
う

な
紅
葉
、
雪
質
最
高
で
ス
ノ
ー
モ
ン

ス
タ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
樹
氷
が
乱
立

す
る
厳
冬
期
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
最

高
な
山
で
す
。
し
か
し
、
県
外
の
登

山
愛
好
家
か
ら
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て

い
な
い
側
面
も
あ
り
非
常
に
悔
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
登
山
家
に

「
登
っ
て
み
た
い
！
」
と
思
わ
せ
る

よ
う
な
発
信
を
今
後
も
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　
こ
の
原
稿
を
作
成
し
て
い
る
１
月

下
旬
、
気
象
庁
ア
メ
ダ
ス
、
鷹
巣
の

積
雪
量
30
セ
ン
チ
程
。
例
年
よ
り
少

な
い
様
子
。
昨
年
は
１
メ
ー
ト
ル
以

上
で
雪
が
大
変
だ
っ
た
と
伺
っ
て
い

ま
し
た
。
雪
の
無
い
地
域
か
ら
来
た

身
と
し
て
は
大
雪
に
な
ら
な
い
程

度
、
例
年
通
り
は
積
も
っ
て
欲
し
い

な
と
思
う
１
年
目
の
冬
で
し
た
。


